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特別損失（減損損失）の計上及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、本日発表の2023年３月期第３四半期決算において、以下の通り特別損失（固定資産の減損損失）を計上い

たしましたのでお知らせいたします。また、当該特別損失及び最近の業績動向を踏まえ、2022年５月13日に公表しました2023

年３月期の通期連結業績予想を下記の通り修正いたします。

記

修正の理由

親会社株主に帰属する当期純利益については、上記の通り当社携帯端末販売事業並びに発券機システム事業において減

損損失を計上したことなどから業績予想数値を下方修正しております。

（注）上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、多分に不確実な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、業況の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。

２．2023年３月期通期連結業績予想数値の修正について（2022年４月１日～2023年３月31日）

以 上

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰

属する当期純利益
１株当たり当期

純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 17,000 260 250 270 77.18
今回発表予想(Ｂ) 17,000 260 250 170 48.60
増減額(Ｂ-Ａ) 0 0 0 △ 100
増減率(%) - - - △37.0%
(ご参考)前期実績
（2022年３月期）

17,222 276 303 198 56.62

１．特別損失（固定資産の減損損失）の計上について

（１）当社携帯端末販売事業はキャリアの施策変更を契機として、収益性の低下による減損の兆候が認められたことから、

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果、減損損失 91百万円を特別損

失に計上いたしました。

（２）当社発券機システム事業は、キャリアの方針変更による携帯端末販売店舗からの撤退を契機として、収益性が

悪化したことから事業損益改善を検討してまいりましたが、当社単独では赤字事業から脱却する見通しが立たず、

減損の兆候が認められたことから、 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した

結果、減損損失 18百万円を特別損失に計上いたしました。


